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論文の内容の要旨

　本研究は，ヤリイカ軸索における温度と外部イオン環境に関する挙動を，非線形システムとしてとらえて解析

し，その挙動が生物物理的にどのような構造から生まれるかについて一つの考察を行ったものである。まず，ヤ

リイカ軸索における電気生理実験のデータを基に，温度をパラメータとしたときの発火パターンの分岐現象にお

いて，間欠カオスType一㎜を観測した。次に計算機シミュレーションを行い，このような分岐現象が軸索膜の閾

値下振動に密接に関係する非線形相互作用によるものであることを示した。このことによって，Hodgk虹H㎜1ey方

程式それ自体ではカオスを引き起こすために不足していた系の自由度が，閾値下振動成分の存在を考慮すること

によって補完されるのではないかということを示した。そして，この自励発振の複雑な電気的現象の背後に，軸

索膜の膜骨格構造による電位依存性チャネルの偏在性が密接に関係しているという可能性があるのではないかと

いう仮説について検証するためシミュレーションを行った。

審査の結果の要旨

　複雑な微分方程式を解く数値計算によって得られるカオスにはまだ多くの議論の余地があり，本研究のように

分岐構造を手がかりとして，数値計算と生理実験との一致について考察する方法が不可欠であると考えられる。本

研究における軸索の電気的挙動が，膜骨格構造のレベルから完全に解き明かされ，さらにはその情報処理として

の意味が把握されるまでにはまだ多くの課題が残されているが，本研究の解析が有益な手がかりになることを期

待する。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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